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NPO 法人　国際ふるさとの森づくり協会

　（2016年6月24日、26日　横浜市中区、同市開港記念会館）
　「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」の専門家・植生工学士（別称：森づくりマイスター）を育てる第 8 回森
づくり専門家研修を6月24日から3日間の日程で開催、首都圏や仙台
市から13人が参加しました。今回は2日目の植樹作業実習のみを神奈
川県横須賀市の湘南国際村で行い、座学の 9 講座と試験を初めて横
浜市の会場で実施 = 写真㊤。従来の2泊 3日の合宿方式を改め、講
座は交通・アクセスが比較的便利な会場での日帰り方式にして受講者
の負担軽減を図る試み。新たに誕生した植生工学士 13 人の皆さんは
じめ講師の方々からも「交通の便がよく、通いやすかった」という声が
聞かれました。

★受講者の負担軽減を図るねらい
居住地別の受講者数は、横浜、川崎市から計 3 人、両市以外の神奈
川県内と都内、千葉県が各2人、埼玉県3人、仙台市が1人でした。仙
台市の人など数人が横浜市内などに宿泊し、他の人は自宅から会場に
通いました。9 講座の会場となった横浜市開港記念会館は、みなとみら
い線日本大通り駅から徒歩1分の距離。講座の開始時間が午前 9時半
からでしたが、都内はもちろん千葉や埼玉からも日帰りが可能でした。
宿泊がなくなったことなどから、研修参加費も割安になりました。

★現場実習で植栽地の造成工程を初めて実施
2 日目の現場実習の会場は従来と同じ湘南国際村の県有地。梅雨時

で天候が懸念されましたが、幸い雨には降られず、しかし高温多湿の
野外作業に皆さん汗だくの一日となりました。今回は終日を現地活動
にあてたために、午前中はこれまでの植栽地で樹林の育ち具合や下草
の様子を視察しました。
　午後の作業実習では新しい試みとして、野草を抜く育樹の作業や植
栽地の造成工程を研修内容に加えました = 写真㊥㊦。詳細は次ペー
ジに掲載しましたが、植えた苗木の育ち方にも影響する土壌の造成に
は受講者の関心が高く、「現場状況の難しさ、現場の状況に合わせた
柔軟性が必要なことが、一部ではあるが実感できよかった」などの感想が出ていました。
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　　　 （2016年6月25日、横須賀市湘南国際村）
★これまで7年間の植樹地で「事例調査」
　研修 2 日目の現場実習は午前 10 時に湘南国際村センターに集合。午
前中に新しい試みの「実施事例調査」を行いました。2009 年から実習用
地と隣接する区画で毎年市民参加の植樹祭が挙行されており、7 年間の
経年ごとの成長の状況を追うことができました = 写真Ⓐ。また、常緑広
葉樹中心の宮脇方式の植樹と異なる方式の植樹地も観察でき、「成長度
の違い」を実感することができました。

★道具の運搬・岩層の削孔・柵工施工作業も体験
　午後は、現場実習の本番。今回は重機の作業は表土を集める作業に限
定して参加者に下記の全ての作業を実施してもらいました。（①～④が初
めての実習項目）
①丸太、鉄筋、バーク堆肥、竹串、稲わら、ポット苗などの材料やケンスコ、
ハンマー、アースドリル、移植ゴテなど道具を約 100 ㍍の斜面通路を
上りながら運搬。

②実習現場と昨年、一昨年の場所の草抜きを行い、抜いた草を昨年と一
昨年の木々の根元に敷いた。

③柵工の縦部材を施工。アースドリルで泥岩層の岩を削孔。異形鉄筋
（直径22㍉㍍、長さ1㍍）をハンマーで打ち込む＝1頁の写真㊥。
④柵工の横部材を施工。間伐材の丸太（直径 10 ㌢、長さ 3.5 ㍍）を
2 段に施工 = 写真Ⓑ。（このあと柵工の間に重機で厚さ 20 ㌢に表
土を客土）

⑤バーク堆肥を表土に混入＝写真Ⓒ。
⑥竹串を打ち、ポット苗を植え付け、稲わらでマルチングを行い、縄掛
けした=写真Ⓓ。

★現場実習の新メニューへの参加者アンケートの結果は「概ね好評」
▽▽植栽地づくりから体験できたのは有意義だった。  ▽土留めづくりはよ
かった。  ▽現場状況に合わせた柔軟性が必要なことが実感できた。  ▽斜
面角度や柵の作り方を意識できた。  ▽土壌条件の悪い場所での試験植栽
を体験できて幸運だった。  ▽作業工程を効率よく学習できた。

◇実習後に懇親会で交流のひと時
（2016年6月25日、JR厨子駅近くの洋食店で）
　現場実習終了後、研修参加者は湘南国際村センターのシャ
ワーで汗を流し、バスで JR 逗子駅近くの洋食カフェバー
「KITORI」に移動、約2時間貸切の懇親会で交流を深めました。
実習の作業支援に参加してくれた特別会員 2 人と事務局員ら
総勢 18 人。全員が1分間スピーチで自己紹介とともに「宮脇
方式の森づくり」に関わり始めたきっかけなど熱い思いを披露
し合いました=写真㊨。
　偶然にも店主の方が今年5月の湘南国際村第11回めぐりの
森植樹祭に初めて参加しており、そのせいか食事のボリュー
ムもワインなど飲み物の量もたっぷり。行き届いたサービスを
いただき、交流が一段と盛り上がりました。
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◇第11回湘南国際村めぐりの森植樹・育樹祭　第12回レナフォ連携の森植樹祭
（2016年5月8日、神奈川県横須賀市湘南国際村）

　湘南国際村の C 地区の一角で、比較的急こう配（１：
1.8）の用地 680 ㎡（長さ約 100 ㍍、幅最大 6 ㍍）で土留
柵工（高さ 30 ㌢）を 9 段施工した斜面での初めての植樹で
したが、2000 本を午前 10 時半ごろから約 1 時間 30 分で
植え終えました。協賛会社からの支援を受けて日よけ用の
テントを４張り設置。幼児や高齢者を含む 591 人の参加者
にけが人などもなく無事終了しました。午後には希望者だ
け 1～ 3 年前に植えた場所で草抜き（約 140 人）と水脈づ
くり（約 90人）の作業を行いました。 
　
▼主　催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議混植・密植グループ
▼共　催：NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）
▼後　援：神奈川県、横須賀市、葉山町
▼協　力：テレビ神奈川、出雲大社相模分祠、進和学園、大川印刷
▼植樹実績：680㎡、22樹種 2,000本
▼主な樹種：アカガシ、アラカシ、シラカシ、スダジイ、タブノキ、
　　　　　　オオシマザクラ
▼主な参加者：山梨崇仁葉山町長、田神明横須賀市副市長、
　　　　　　 中江康人（株）AOI.Pro社長、比企武（株）サンライフ社長、
　　　　　　藤井竜太東京海上ミレア少額短期保険（株）社長

◇岩沼市千年希望の丘植樹祭2016　長谷釜
（2016年5月28日、宮城県岩沼市長谷釜）

　仙台空港から阿武隈川河口に至る東日本大震災の大津波被災沿岸で、岩沼市が進める「千年希望の丘」づくり
（15カ所で延長10 ㌔）植樹祭の 5回目。今回は大きく2つのグループに分かれて総計 8万 4000 本が植えられ、
レナフォはこのうち 2 万 3,534 本を担当した社団法人森の防潮堤協会
（日置道隆会長）主管の長谷釜地区に参加しました。5 日間にわった準
備作業から植樹祭当日まで20人（延べ68人・日）が現地に泊まり込ん
で植栽地の造成作業に協力=写真㊤。植樹祭当日は37ブロックのうち
18ブロックで21人が植樹リーダーを務め、参加した市民の植樹指導に
あたりました＝写真㊦。
　植栽地は高さ4㍍、上幅3㍍、下幅20㍍、長さ約450㍍の台形断面
の盛土。陸側の斜面（1:3.0）より急こう配の海側（1:1.8）には 1.7 ㍍間
隔で 3 段の丸太柵工が施工されましたが、「参加者に安全で植えやすく
なる」というレナフォの提案が活かされた対応策でした。
　
▼主　催：岩沼市
▼共　催：一般社団法人森の防潮堤協会、公益財団法人瓦礫を
　　　　　　活かす森の長城プロジェクト
▼協 　 力：レナフォ、（株）三五、ソフィアフィトセラピーカレッジ、
　　　　　　（株）アミノ、岩沼建設同友会
▼その他の主な参加者：菊池啓夫、岩沼市長、宮城県議の方々
▼植樹実績：7,696㎡、22種23,534本（全体で28,000㎡、84,000本）
▼主な樹種：タブノキ、シラカシ、アカガシ、スダジイ、ヤマザクラ

その後の森林再生活動その後の森林再生活動その後の森林再生活動
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icon木づかいクラブセミナー「いのちの森づくり」icon木づかいクラブセミナー「いのちの森づくり」icon木づかいクラブセミナー「いのちの森づくり」

　一般社団法人日本インテリアコーディネーター協会東京圏
支部（秋山延江支部長）が主催し、レナフォ理事で事務局長
の髙橋秀行氏が講師を務めました＝写真㊨㊤。
　髙橋理事は、横浜市の建築会社勤務の一級建築士。神奈川
県建築士会の活動を通して同協会から「宮脇昭先生の森づくり
の話を」との要請を受けました。会場に「いのちの森」の主役
になる常緑広葉樹 6 種類のポット苗を展示して = 写真㊨㊦、
潜在自然植生や混植・密植、植樹後の維持管理など、「ふる
さとの木によるふるさとの森づくり」の手法の基本的な考え方を、レナフォ
監修の冊子に基づいて説明。具体的な災害対策の事例として、東日本大震災
の被災地である宮城県岩沼市の千年希望の丘などの「いのちを守る森の防潮
堤」づくり植樹祭を、動画で詳細に紹介しました。
　質疑応答を含めて約 2 時間のセミナーを振り返って髙橋理事は、「日頃から
木には慣れ親しんでいるインテリアのプロの皆さんも、ポット苗は初めての
ように見入っていました。幼苗から比較的短時間に成長する森の姿にとても
関心を抱かれた様子でした」

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

★ホームページを一新しました　http://www.renafo.com/　
　レナフォでは、ホームページ更新をよりスムーズに行えるように、更新担当者をはじめ新体制を整えました。
「最新かつ正確な情報」を発信することを心掛けてまいります。今後ともご愛読のほどよろしくお願い致します。

★「森づくりマイスター・マガジン」を発刊しました
　従来のメールマガジンと、植生工学士（別称：森づくりマイスター）の方のみに限定して配信していた「植
生工学士メーリングリスト」を一本化しました。登録するだけでどなたでも受け取れるメールマガジンです。
登録方法はホームページで確認してください。今後は植生工学士が活躍する現場のリアルな情報を含めて、登
録いただいたすべての方々に、レナフォからの多彩な情報をお届けします。どうぞお楽しみに。

★「ふるさとの森」づくりの仲間たち　募集中です
　レナフォの活動は企業や諸団体の助成金と会員の皆様の年会費を資金源にしています。国内外で、一本でも
多く「ふるさとの森」の苗木を植え、多様性豊かな森づくり活動を進めるために協働する仲間を募集しています。
会員には個人会員と団体会員があり、年会費は下記の通りです。詳細はホームページをご覧ください。会員申
込もホームページからどうぞ。

＜年会費＞
　個人正会員6,000円　▽▽個人賛助会員3,000円　▽▽団体正会員100,000円　▽▽団体賛助会員 50,000円

レナフォからお知らせレナフォからお知らせレナフォからお知らせ

（2016 年 8月 6日、横浜市中区、万国橋会議センター会議室）

（2016 年 8月 20日、東京都千代田区日比谷公園、日比谷松本楼）
　設立時から数年間、レナフォの監事を務めた毎日新聞記者、山本悟氏が10年間の植樹・山林再生キャン
ペーン取材を基に書き下ろした著作『山のきもち―森林業が「ほっとする社会」をつくる』の出版記念会が
開かれました。全国で3年間、植樹キャンペーンを進めた毎日新聞の創刊135年記念事業開始から10年の
節目を祝う会も兼ね、同植樹キャンペーンを技術指導した宮脇昭先生の森づくりを各地で推進している
NPO法人関係者ら30人余が集まりました。林野庁の国有林野部長が来賓あいさつし、レナフォからは髙野
理事長らが参加。情報交換と旧交を温める懇親の輪ができました。東京農大出版会刊、A5判・322頁、定価
本体価格1600円+税。

出版記念会出版記念会出版記念会

（編集制作：恩田　重男）


